
導入経緯

パッケージにない機能はカスタマイズで対応

同校が必要とする機能のうち、もともとパッケージとしてスコーレに備わっているものもありましたが、
必要に応じて新たにシステムをカスタマイズすることにより、次の 3 点で校務が効率化されたと柴田先
生は話します。

■ 履修登録や内部推薦、指定校推薦の検討用資料の作成が簡単に

「本校では、2 年次、3 年次の選択科目は、6 月の予備調査と11
月の本調査で決定しています。11月の本調査以降は、短時間で
次年度の科目数を決定しなくてはならないうえ、場合によって
は教員の手配なども必要になるので、重要な作業です。スコー
レを導入してから、OMR(Optical Mark Reader 光学式マーク読
取装置 ) による履修登録ができるようになり、それまで生徒から
紙ベースで受け取っていたデータを手入力する必要がなくなり
ました。ミスが減っただけでなく、時間割作成の時間短縮になっ
ています。OMR など、外部のソフトからデータを取り込み、必要
なデータに加工するためのプログラムをカスタマイズできる点
がスコーレの優れている点の一つですね」

また、同校では、系列大学への推薦にはいくつかの区分があり、
それぞれ成績や欠席数で受験資格を決定しています。

「どの生徒がどの推薦区分で進学するか、進路指導部が検討するための資料を教務部が作成します。す
でにスコーレで管理しているデータを取り込むことにより、簡単に検討用の資料が作成できます。指定
校推薦に関わる資料も作成できるので、大いに助かっていますね」

■ 指導要録や調査書、通知表などの入力・出力が楽に

重複する項目の多い調査書と指導要録は、ボタン操作ひとつで相互に利用ができるようになり、二重登
録の手間が削減されました。3 年生の場合は、受験のために調査書を先に作成し、その内容を指導要

旧システムの開発会社の撤退に伴ってスコーレを導入した明治学院高等学校。新しいシ
ステムを選定する際にもっとも重視したのは、学校の要望を実現する「カスタマイズ」が
可能なことと「専任SEによるサポート体制」があることでした。
プレゼンを行い3～4社を比較した結果、この2点において最も対応力の優れたウチダ
エスコのスコーレを採用。導入から7年目を迎え、現在どのようにスコーレが校務支援
に役立っているのか、同校で教務を担当されている柴田学先生にお話を伺いました。

明治学院高等学校 様ウチダエスコ ソリューション導入事例

校務支援システム「スコーレ」の
カスタマイズ対応力と専任 SE のサポート力が
教職員の負担を軽減

お客様概要

明治学院高等学校
「一⼈ひとりを大切にする教育」「他者を思

いやる⼼」「⾃主と⾃律」を教育目標に掲
げる。進級予約留学制度をはじめとする
海外研修・国際理解教育、さまざまな年
間⾏事、進路に合わせたカリキュラム編
成など、グローバルな視点から協調性・⾃
主性を育む教育が特⻑。
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録に活かすこともできます。 また、登録してある生徒情報に不備が見つ
かった場合、前年度に戻って修正ができるという利便性も、先生方の評価
を得ています。

「それまで『年度更新作業』は、年度を越えての管理ができなかったため
『絶対に修正が効かない』非常に気を張るものでした。ミスがないのは

もちろん大前提なのですが、万が一のときは修正が可能になったことで、
年度更新作業に対する気持ちのハードルが下がりました」

通知表の所見も、過去 ( 前学期など) のデータを見ながら、成績入力やコ
メント記入ができる機能が新たに加わり、成績の推移を確認しながら作
業ができる点が使いやすくなったといいます。別のソフトなどで下準備し
ておいたコメントを、そのまま張り付けられるので、作業の効率化も図れ
るようになりました。

■ グループウェア機能の活用で情報を確実に伝達

スコーレには、グループ内で情報を一元管理するための「グループウェア
機能」があります。その機能にある「掲示板」を活用することにより、非常
勤の先生方にも、重要な伝達事項が確実に伝わるようになり、業務上の
ミスが減りました。

「伝達事項は、生徒移動、つまり『休学』『休学からの復帰』『退学』など生
徒の状況を連絡するのにも利用しています。例えば、本校の『進級予約留
学』は、『在学』状態のまま留学することができるという制度なのですが、
伝達がうまくいかないと、この制度を利用しているにもかかわらず、誤って

『欠時』扱いにしてしまう先生がいました。掲示板を使うことで先生方に
確実に情報伝達できるため、こういったミスもなくなりました」

導入効果

専任SEによるリアルタイムなサポートで運用もスムーズに

ウチダエスコでは、同校のカスタマイズプログラムを把握している専任
SE を設け、いつでもサポートする体制が整っています。ちょっとした質問
や相談なら、電話やメールで即解決できる点は、スコーレの使用頻度が
高い教務担当の先生方を中⼼に、高評価となっています。

「電話やメールで解決できない場合は、リモートメンテナンスの対応をし
ていただくことで、スピーディーに解決します。スコーレは『リモートコー
ル』というヘルプデスクセンターの環境が整っているので大変便利です。
それまでは、担当エンジニアの方に学校まで来ていただいての対応だっ

〒135-0042 東京都江東区木場五丁目 8 番 40 号 東京パークサイドビル　http://www.esco.co.jp

たので、問題解決までにタイムラグが発生したり残業が多くなったりした
こともありました。リモートメンテナンスのおかげでそれがなくなり、業務
の効率化、残業時間短縮になっています。年度更新作業をする時期にな
ると、担当エンジニアから連絡をくださることもあり、安⼼です」

今後の展望

今の課題とこれからの校務支援システムに望むこと

「システムとして、細かな要望はあ
ります。例えば、コメント欄に入力
する際、文字数制限を超えた分は
入力できないようにすること( ※ )
や、通知表のコメントを入力する
際、成績だけでなく授業ごとの出
欠席の状況なども同一画面上で
確認できると助かりますね。 現在、
時間割を作成する際、専用のシ
ミュレーションソフトを利用しな
がらも、一部はまだ手作業で⾏っ
ているところもあるので、今後は
シミュレーションソフトで作った時間割データをすぐにスコーレに取り込
める仕組みがあるといいなと思っています。ウチダエスコさんは、外部ソ
フトを校務支援システムに連携できるプログラムにも対応していただけ
るので、期待したいです」

高大接続改革などへの対応など、大きな変革期にある高等学校の校務支
援システム。そんななか、校務支援システムのあるべき姿や業界が目指し
ている方向性など、ウチダグループによる豊富な情報提供によって、今後
に備えることができているといいます。

「早くて的確な情報は非常に助かっていて、教育に強いウチダグループな
らではの強みだと思います」

※注 : 同校では旧バージョンのスコーレ 2010 を使用しています。現⾏バージョンの

スコーレ V2では対応している機能です。

中学校・高等学校様向けに生徒の学籍管理、個⼈情
報、成績、出欠情報を一元管理し、指導要録、調査書、
通知票、一覧表、各種証明書などを簡単に発⾏でき
るシステムです。

WEB ブラウザ (InternetExplorer) 対応でパソコンが
苦手な方でも使いやすい機能が充実しております。 
また、パッケージにあるグループウェア機能を利用
することで、教職員間の情報共有も簡単に⾏うことが
できます。

導入ソリューションについて
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